






HB・セラミックス  
遠赤外線放射率測定報告書 

1. 測定目的 
HB・セラミックスにおける遠赤外線放射性能を定量的に評価し、機能性材料としての

熱放射特性を把握することを目的とする。特に、生活環境温度帯（約 40℃）における放

射率を測定し、遠赤効果の有用性を検証する。 

2. 試料情報 
・名称：HB・セラミックス（消臭機能付き特殊セラミック） 

・試料形状：グラインダーで粉砕後、ペレット成形 

・成形方法：5g をプレス機により直径約 35mm、厚さ約 3mm の円盤状に圧縮成形 

3. 測定条件 
項目 条件 
装置 日本電子製 JIR-5500 型（FT-IR） 
赤外線放射ユニット IR-IRR200 
検出器 MCT（HgCdTe）冷却型 
測定波長範囲 4.5～20 μm 
分解能 16 cm⁻¹ 
積算回数 500 回 
試料測定温度 実測 39.4℃ 
黒体温度（検量用） 40℃ および 80℃ 
放射率算出法 二点温度標準検量法（2-point blackbody 

method） 

4. 測定結果 
・積分放射率（4.5～20 μm）：81% 

・測定温度における試料表面放射率を積分的に評価 



5. 考察 
HB・セラミックスは、4.5～20 μmの遠赤外線領域において積分放射率 81%を示した。

これは、理想黒体（放射率 1.0）と比較して約 8割の効率で遠赤外線を放射する高放射

材料であることを意味する。 
 
この波長帯は、人体や動物の熱放射スペクトルと一致しており、遠赤外効果（加温・消

臭・抗菌など）の発現に有利な条件であるといえる。 

6. 結論 
HB・セラミックスは、実使用温度領域（40℃前後）において高い遠赤外線放射性能を

示した。特に遠赤放射率が 80%以上であることから、以下のような応用への適性が高い

と考えられる： 
 
・遠赤外線ヒーター・暖房素材 

・脱臭・抗菌用途における熱活性促進材 

・省エネ型加温資材（住環境・農業用） 
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